
名

称

員
数

指

定

告

示

所
有
者

所
有
者
の
住
所

所
在
の
場
所

大
江
橋
及
び
淀

屋
橋大

江

橋

淀

屋

橋

二
基

平
成
二
十
年
十
二
月

二
日
文
部
科
学
省
告

示
第
百
七
十
二
号

国
（
国
土
交

通
省
）

東
京
都
千
代
田
区
霞

が
関
二
丁
目
一
番
三

号

大
阪
府
大
阪
市
北
区

堂
島
浜
一
丁
目
・
同

北
区
中
之
島
二
丁

目
・
同
中
央
区
北
浜

四
丁
目

登
録
番
号

氏
名
又
は
名
称

試
験
検
査
を
行
う
事
業
所
の
所

在
地

試
験
検
査
の

区
分

廃
止
の
日

四
三

社
団
法
人
熊
本
県
薬
剤
師
会

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
本
荘
三

丁
目
二
番
十
九
号

理
化
学
試
験

平
成
二
十
四
年
六
月

三
十
日

登
録
番
号

氏
名
又
は
名
称

住

所

試
験
検
査
を
行
う

事
業
所
の
所
在
地

試
験
検
査
の

区
分

登
録
を
し
た
日

一
七
七

株
式
会
社
再
春
館
安

心
安
全
研
究
所

熊
本
県
熊
本
市
中

央
区
本
荘
三
丁
目

二
番
一
九
号

熊
本
県
熊
本
市
中

央
区
本
荘
三
丁
目

二
番
一
九
号

理
化
学
試
験

平
成
二
十
四
年
七

月
十
日

北
太
平
洋
さ
ん
ま
漁
業
に
つ
い
て
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
た
船
舶
の
船
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
、
農

林
水
産
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

報

告

す

べ

き

事

項

報
告
の
方
法

日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
両

国
の
地
先
沖
合
に
お
け
る
漁
業
の
分
野
の
相
互
の
関
係
に
関
す
る
協
定

（
昭
和
五
十
九
年
条
約
第
十
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
ロ
シ
ア
連
邦

の
北
西
太
平
洋
の
沿
岸
に
接
続
す
る
二
百
海
里
水
域
に
お
い
て
操
業
を

行
っ
た
航
海
中
の
船
舶
の
位
置

汎
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
測
量
機
に
よ

り
一
時
間
ご
と
に
記
録
し
た
船
舶
の

位
置
を
漁
業
監
督
官
が
次
の
航
海
の

開
始
ま
で
の
間
に
要
求
し
た
場
合
に

当
該
要
求
に
従
っ
て
報
告
す
る
こ

と
。

沖
合
底
び
き
網

漁
業

日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会

主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
両

国
の
地
先
沖
合
に
お
け
る
漁
業
の
分

野
の
相
互
の
関
係
に
関
す
る
協
定

（
昭
和
五
十
九
年
条
約
第
十
一
号
）

第
一
条
に
規
定
す
る
ロ
シ
ア
連
邦
の

北
西
太
平
洋
の
沿
岸
に
接
続
す
る
二

百
海
里
水
域

上
欄
の
海
域
で

操
業
を
行
っ
た

航
海
に
お
け
る

全
て
の
操
業
に

つ
き
帰
港
ま
で

の
間

一

操
業
年
月
日

二

投
網
の
場
所
及
び
時
刻

三

揚
網
の
時
刻

四

揚
網
ご
と
の
魚
種
別
漁
獲
量

平成™›年�月™š日 月曜日 第œŸ›�号官 報
〇
消
防
庁
告
示
第
九
号

消
防
法
施
行
規
則（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）

第
四
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
一
条
の

四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
第
四
条
の
五
第
一
項

に
規
定
す
る
登
録
確
認
機
関
と
し
て
登
録
し
た
一
般
財
団

法
人
日
本
繊
維
製
品
品
質
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
確
認
を
行

お
う
と
す
る
防
炎
対
象
物
品
又
は
そ
の
材
料
の
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
四
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
令
第
一
条
の
四
第
二
十
二
項
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

消
防
庁
長
官

久
保

信
保

一

変
更
後
の
確
認
を
行
う
防
炎
対
象
物
品
又
は
そ
の
材

料イ

カ
ー
テ
ン
、
布
製
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
暗
幕
、
じ
ゅ

う
た
ん
等
（
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令

第
三
十
七
号
）
第
四
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る

じ
ゅ
う
た
ん
等
を
い
う
。）及
び
ど
ん
帳
そ
の
他
舞
台

に
お
い
て
使
用
す
る
幕
並
び
に
工
事
用
シ
ー
ト
並
び

に
こ
れ
ら
の
材
料

ロ

展
示
用
の
合
板
及
び
舞
台
に
お
い
て
使
用
す
る
大

道
具
用
の
合
板

二

変
更
の
日

平
成
二
十
四
年
七
月
十
一
日

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
九
十
一
号

兵
庫
県
尼
崎
市
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
が
滅
失
し
た

た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ

る
者
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
三
日
ま
で
に
、
同
市

長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
六
号

薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
試
験
検
査
機
関
に
つ
い
て
、
薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
検
査
機
関
の
登
録
に
関
す

る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
試
験
検
査
の
業
務
の
全
部
を

廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
七
号

薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
試
験
検
査
機
関
と
し
て
次
に
掲
げ
る
者
を
登
録
し
た
の
で
、
薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

試
験
検
査
機
関
の
登
録
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
七
十
二
号

指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
北
太
平
洋
さ
ん
ま
漁
業
に
つ
き
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
四
年
八

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
七
十
三
号

指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
七
月
二
十
五
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
六
十
五
号
（
操
業
日
誌
の
記
載
義
務
に
つ

い
て
海
域
、
記
載
時
期
及
び
記
載
事
項
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

表
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
海
域
、
記

載
時
期
及
び
記
載
事
項
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

表
遠
洋
底
び
き
網
漁
業
の
項
記
載
事
項
の
欄
第
四
号
中
「
漁
獲
数
量
」
を
「
漁
獲
量
」
に
改
め
、
同
項
の
前
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

〇
文
化
庁
告
示
第
二
十
六
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る
重
要
文
化
財
を
管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
大
阪
市
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

文
化
庁
長
官

近
藤

誠
一

一

当
該
原
戸
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、

申
請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載

を
要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に

申
し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
原
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
原
戸
籍

に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

現
に
所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
尼
崎
市
役
所
又
は
神
戸
地
方
法
務
局
尼
崎
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

法
務
大
臣

滝

実

兵
庫
県
尼
崎
市
戸
ノ
内
六
百
二
十
一
番
地

生
田

冨
美

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
九
十
二
号

次
の
難
民
認
定
証
明
書
は
、
効
力
を
失
っ
た
の
で
、
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三

百
十
九
号
）
第
六
十
一
条
の
二
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日

法
務
大
臣

滝

実

難
民
認
定
証
明
書
の
番
号
及
び
日
付

東
1
5
`
1
3
5
平
成
1
7
.
7
.
2
8
.

東
1
5
`
1
8
1
平
成
1
7
.
7
.
2
8
.
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